
三
月
十
六
日
『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
第
五
巻
刊
行
。
江
戸
で
遭
遇
し
た
安
政
の
大
地
震
、
幕

府
か
ら
命
じ
ら
れ
た
蝦
夷
地
警
備
、
藩
主
佐
竹
義
堯
の
就
封
ほ
か
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

に
て
定
価
五
千
円
で
販
売
。

（
電
話
０
１
８
―
８
８
８
―
３
５
０
０
）

（

）

こ
の
資
料
は
昭
和
十
九
年

一
九
四
四

十
一
月
に
原
本
を
模
写
し
た
も
の
で
す

が
、
一
農
民
が
見
た
戊
辰
戦
争
の
様
子
を

よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

。「

、

一
農
民
は
書
き
ま
す

慶
応
四
年
辰

此
年
四
月
中
庄
内
落
迚
秋
田
勢
く
り
出
し

村
々
郷
夫
被
当
大
サ
ワ
キ
ニ
御
座
候
。
鑓

見
内
村
千
弐
百
石
余
り
の
村
居
ニ
而
郷
夫

拾
七
人
・
馬
四
疋
当
り
…
迷
惑
ニ
御
座

候
」
郷
夫
と
し
て
徴
発
さ
れ
る
農
民
に
と

っ
て
、
武
士
の
戦
争
は
迷
惑
こ
の
う
え
な

い
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

資
料
に
は
戦
争
時
に
目

に
し
た
様
々
な
人
の
装
束

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

西
日
本
か
ら
援
軍
を
得

た
秋
田
藩
は
、
庄
内
・
仙

台
・
盛
岡
藩
等
と
戦
い
ま

す
が
敗
退
を
繰
り
返
し
ま

す
。
上
は
八
月
十
四
日
角

間
川
の
戦
い
の
絵
で
す
。

八
月
十
七
日
に
は
こ
の

資
料
の
書
き
手
の
前
に
、

庄
内
藩
士
が
現
れ
、
鑓
見

内
村
の
四
名
が
大
曲
ま
で

荷
物
を
運
ぶ
よ
う
命
じ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
八
月
十
九

日
に
は
大
曲
か
ら
四
ツ
屋

に
か
け
て
大
規
模
な
戦
闘

が
あ
り
「
百
姓
共
ち
り
ち

り
に
に
け
は
し
り
大
サ
ワ

キ
ニ
御
座
候
」
と
あ
り
ま

す
。

（
畑
中
康
博
）

古文書倶楽部 第 号 （ 年 月）33 2010 3

【発行】

秋田県公文書館

2010.3.
第 号33

▲ 出陣する秋田藩士の様子

「
五
月
十
一
日
、
沢
三
位
様

▲

神
宮
寺
御
通
り
ニ
御
座
候
。
此

通
り
ニ
御
座
候

此
通
り
の
将
足

。

（
マ
ヽ
）

ニ
而
被
通
け
る
」
奥
羽
鎮
撫
副

総
督
沢
為
量
と
護
衛
の
薩
摩
・

筑
州
・
長
州
藩
士
の
姿

六
月
二
十
七
日
角
館
を
通
行

▲
す
る
奥
羽
鎮
撫
総
督
九
条
道
孝

と
護
衛
の
佐
賀
・
長
州
藩
士

秋
田
へ
援
軍
と
し
て
来
た
佐

▲

賀
（
武
雄
）
藩
士

坂
本
龍
馬
亡
き
後
の
海
援

▲

隊
士
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
長

崎
振
遠
隊
士

（
Ａ
２
１
２
．
１
―
６
３
）

萬
覚
書
之
事



当
館
で
は
虫
損
・
水
損
・
紙
の
劣
化
に
よ
り
状
態
が

悪
く
、
開
く
た
び
に
破
損
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
古
文
書

は
非
公
開
と
し
、
年
度
ご
と
に
専
門
業
者
に
委
託
し
修

復
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
十
八
点
を
修
復
し
、
公
開
し
ま
し
た
。

古
文
書
の
修
復
は
、
紙
の
種
類
、
質
、
破
損
状
態
に

よ
り
直
す
方
法
が
異
な
り
ま
す
。
写
真
は
「
大
工
家
作

礼
式

（
山
９
５
６
）
で
、
資
料
の
天
地
が
水
を
か
ぶ

」

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
紙
の
劣
化
が
進
み
、
固
く
板
の
よ

う
に
な
っ
た
資
料
を
開
こ
う
と
す
る
と
、
ポ
ロ
ポ
ロ
と

紙
が
は
が
れ
落
ち
る
と
い
う
状
態
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
資
料
の
場
合
は
和
紙
を
裏
面
に
貼
り
つ

け
る
「
裏
う
ち
」
と
い
う
修
復
方
法
を
と
り
ま
す
。

上
の
写
真
が
修
復
前
、
下
の
写
真
が
修
復
後
で
す
。

裏
打
ち
に
よ
り
二
㍍
七
〇
㌢
に
及
ぶ
資
料
も
、
安
心
し

て
開
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

隔
年
ご
と
に
江
戸
登
り
を
す
る
諸
大
名
は
、
幕
府
か

ら
「
い
つ
ま
で
に
江
戸
に
登
る
よ
う
に
」
と
指
示
を
受

け
て
参
勤
交
代
を
し
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
任
を
終
え
て
国
元
に
帰
る
と
き
に
も
、
幕

府
か
ら
の
許
可
を
得
て
帰
途
に
つ
き
ま
す
。

外
様
大
名
は
四
月
、
譜
代
大
名
は
六
月
か
八
月
に
江

戸
を
発
着
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
時

期
に
な
る
と
江
戸
周
辺
の
各
街
道
は
大
名
行
列
の
ラ
ッ

シ
ュ
に
な
り
ま
し
た
。

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
四
月
に
江
戸
を
発
ち
帰
国

す
る
秋
田
藩
で
は
、
久
保
田
着
城
を
五
月
十
一
日
に
決

め
、
幕
府
へ
届
け
出
ま
し
た
。
幕
府
は
届
出
ど
お
り
期

日
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
国
元
か
ら
、
五
月
十

一
日
の
到
着
は
「
御
実
父
様
（
藩
主
佐
竹
義
堯
の
父
・

相
馬
益
胤
）
御
忌
日
ニ
候
間
、
不
相
成
」
と
都
合
が
良

く
な
い
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た

（

宇
都
宮
孟

。
「

綱
日
記
」
安
政
六
年
一
月
二
十
三
日
条
）

国
元
か
ら
の
具
申
で
下
国
の
予
定
を
変
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
江
戸
藩
邸
で
は
、
日
程
調
整
に
苦
慮

し
ま
す

「
宇
都
宮
孟
綱
日
記
」
安
政
六
年
二
月
十
一

。

日
条
を
見
る
と
、
秋
田
藩
は
江
戸
発
を
四
月
二
十
四
日

に
再
設
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
が

「
同
日
は
上
杉

、

様
兼
々
之
御
定
日
ニ
付
同
日
は
不
相
成
、
廿
五
日
ニ
は

会
津
様
、
廿
六
日
は
丹
羽
様
、
廿
七
日
は
上
杉
様
御
替

日
、
廿
八
日
は
会
津
様
御
替
日
、
廿
九
日
は
御
障
日
」

と
参
勤
大
名
の
予
定
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
代
替
日
を
決

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
藩
士
の
中
に
は
江
戸
出

立
を
予
定
通
り
に
行
い
、
途
中
で
宿
泊
を
一
日
増
や
し

た
ら
ど
う
か
、
と
意
見
す
る
者
も
い
ま
し
た
。

結
局
、
江
戸
発
は
五
月
三
日
、
久
保
田
着
は
五
月
十

九
日
と
い
う
こ
と
で
決
着
し
ま
し
た
。

各
大
名
が
参
勤
交
替
で
利
用
す
る
街
道
は
決
ま
っ
て

い
ま
し
た
が

「
宇
都
宮
孟
綱
日
記
」
安
政
六
年
二
月

、

十
三
日
条
に
は
「
松
前
様
此
度
御
下
り
之
節
、
近
年
之

御
拝
領
地
（
現
・
山
形
県
内
）
奥
州
御
下
り
被
成
候
ニ

（

マ

ヽ

）

付
、
御
国
元
通
行
被
成
度
御
内
々
被
仰
渡
候
よ
し
、
追

而
表
方
被
仰
進
候
積
ニ
御
坐
候
」
と
、
松
前
藩
が
通
常

と
は
異
な
る
ル
ー
ト
を
通
る
と
い
う
こ
と
で
、
秋
田
藩

に
一
報
入
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す

（
越
中
正
一
）

。
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古
文
書
こ
ぼ
れ
話

参
勤
あ
れ
こ
れ
―
日
を
選
ん
で
参
勤
下
国
―

新
し
く
公
開
す
る
資
料
の
紹
介

―
古
文
書
の
修
復
が
終
わ
り
ま
し
た
―

№ 資料番号 資料名 　形状
1 佐々木8050 郷日記 　横帳
2 佐藤7158 覚書 　横帳
3 ＡK212.1-17-1 北家御日記　17-1 　竪帳
4 ＡＳ386-217-4 憲諒院様御逝去に付諸事書留 　折紙
5 湊724 出仕被仰付通知請状 　折紙
6 湊751 新年賀状請状 　折紙
7 湊752 新年賀状請状 　折紙
8 湊759 新年賀状請状 　折紙
9 湊761 出仕被仰付通知歓状 　折紙
10 湊772 新年賀状請状 　折紙
11 湊774 新年賀状請状 　折紙
12 湊805 新年賀状請状 　折紙
13 湊806 新年賀状請状 　折紙
14 湊824 寒中見舞請状 　折紙
15 湊829 新年賀状請状 　折紙
16 松本1020 下岩川村検地帳 　横帳
17 松本1021 下岩川村検地帳 　横帳
18 山956 大工家作礼式 　巻物


